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企画委員会

テーマ名和文 ドライブレコーダ活用の最前線

テーマ名英文 The front line of drive recorder applications

テーマ名副題和文 　

テーマ名副題英文 　

開催日 2017/5/24 AM

会場名

参加のすすめ

関連分野 ⑦安全

プログラム

開始時間 終了時間 役割 氏名 勤務先

13:30 13:35 司会/挨拶 永井 正夫 日本自動車研究所

13:35 14:05 講演者 白石 春樹 富士通テン

14:05 14:35 講演者 大北 由紀子 東京農工大学

14:35 15:05 講演者 榎田 修一 九州工業大学

15:05 15:20 講演者 北村 憲康
東京海上日動リスクコ
ンサルティング

15:20 15:25 質疑

15:25 15:35 休憩

15:35 16:05 講演者 岡本 努 警察庁

16:05 16:35 講演者 青木 宏文 名古屋大学

16:35 17:05 講演者 平井 隆志 国土交通省

17:05 17:10 質疑

17:10 17:15 挨拶 堀野 定雄 神奈川大学

ドライブレコーダー画像データ自動分類による教育効果可
能性

高齢者講習におけるドライブレコーダーの活用

高齢ドライバデータベース”Dahlia”とその活用

貸切バス事業者によるドライブレコーダーを活用した運転者
の指導・監督について

閉会挨拶

パシフィコ横浜アネックスホールF204

事業用車両におけるドライブレコーダーの活用について
～画像データ自動分類にむけた実証実験結果～

GIA

ドライブレコーダ活用委員会 　 協賛：一般社団法人ドライブレコーダ協議

近年，高齢者が関与する交通事故が大きな問題となっている．高齢者の事故には，歩行中等に事故に巻き込まれて被害者となる場合と，自動車
運転時に事故を起こして加害者となる場合の両方があり，将来の交通・安全委員会ではこの3年間，高齢者の事故に関して多面的な議論を行って
きた．本フォーラムは，専門家による講演により委員会活動の成果を総括し，広く発信する企画である．

演題

開会挨拶

ドライブレコーダーの現状と進化 ～画像データのさらなる活
用に向けて～
東京農工大学　ヒヤリハットデータベースの現状と活用研究
の紹介


